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揉
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て
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宗
祖
の
論
註
の
合
揉
の
文
に
つ
い
て

序

宗
祖
は
『
本
典
』
の
『
信
巻
』
と
『
証
巻
』
に
、『
論
註
』
の
浄
入
願
心
章
と
利
行
満
足
章
の
文
を
合
揉
し
て
成
文
し
、「
爾
者
若
行
若
信

…
」「
故
若
因
若
果
…
」
等
の
御
自
釈
を
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
『
論
註
』
と
『
本
典
』
の
文
は
以
下
の
如
し
。

○
論
註
の
文

﹇
浄
入
願
心
章
﹈

「
此
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
、
も
と
四
十
八
願
等
の
清
浄
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
ふ
所
な
る
に
由
て
、
因
浄
な
る
が
故
に
果
浄

な
り
、
因
无
し
て
他
の
因
の
有
に
は
非
ざ
る
な
り
と
知
る
べ
し
と
也
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
411
頁
）

﹇
利
行
満
足
章
﹈

「
菩
薩
は
出
第
五
門
の
廻
向
利
益
他
の
行
成
就
し
た
ま
へ
り
と
、
知
る
べ
し
。

成
就
は
、
謂
く
廻
向
の
因
を
以
て
教
化
地
の
果
を
証
す
。
若
し
は
因
若
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
に
能
は
ざ
る
こ
と
有
る

こ
と
无
し
と
な
り
。」

（『
同
』
422
〜
423
頁
）
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○
宗
祖
の
文

宗
祖
は
、『
本
典
』
に
於
て
こ
れ
ら
の
『
論
註
』
の
二
文
を
合
し
て
次
の
文
を
成
文
さ
れ
た
。

　
　﹇

信
巻
﹈

「
爾
れ
ば
、
若
し
は
行
、
若
し
は
信
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
ふ
所
に
非
ざ
る
こ
と
有

る
こ
と
无
し
。
因
无
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
は
非
ざ
る
也
と
、
知
る
べ
し
。」

（『
聖
典
全
書
二
巻
』
79
頁
）

　
　

﹇
証
巻
﹈

「
夫
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
大
悲
回
向
の
利
益
な
り
。
故
に
若
し
は
因
若
し
は
果
、
一
事
と
し
て
阿
弥

陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
所
に
非
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
。
因
浄
な
る
が
故
に
、
果
亦
浄
也
。
知
る
べ

し
と
な
り
。」

（『
同
』
137
頁
）

本
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
及
び
義
の
相
承
に
就
い
て
考
え
る
。

一
、
従
来
義

従
来
の
考
え
で
は
、
宗
祖
は
『
論
註
』
の
文
を
如
来
回
向
義
を
も
っ
て
独
特
な
読
み
を
さ
れ
、
こ
れ
を
以
て
浄
入
願
心
章
と
利
行
満
足
章
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の
二
文
を
合
揉
し
て
、『
信
巻
』
と
『
証
巻
』
に
御
自
釈
の
文
を
製
作
し
、『
論
註
』
に
蘊
在
す
る
如
来
回
向
の
義
を
示
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ

て
来
た
。
こ
の
義
が
分
か
り
や
す
い
も
の
と
し
て
、
大
派
の
深
励
師
の
『
浄
土
論
註
講
義
』
の
文
を
示
す
。

「「
廻
向
因
」
と
云
ふ
は
因
の
五
念
門
の
中
の
第
五
の
廻
向
門
。「
教
化
地
果
」
と
云
ふ
は
園
林
遊
戯
地
門
な
り
。「
若
因
若
果

等
」。
其
の
因
も
果
も
利
他
な
り
と
也
。
…
『
證
巻
』
に
は
「
若
因
若
果　

…　

廻
向
成
就
」
と
の
給
ふ
。
こ
れ
此
処
の
若
因

若
果
の
言
を
転
用
し
て
衆
生
往
生
の
因
果
の
こ
と
に
し
給
ひ
、
衆
生
往
生
の
因
も
果
も
悉
く
弥
陀
の
利
他
廻
向
と
云
ふ
文
に
し

給
へ
り
。
其
の
外
『
信
巻
』
の
「
若
行
若
信
」、『
略
文
類
』
の
「
若
往
若
還
」
等
の
御
言
は
み
な
此
処
の
語
勢
を
取
り
給
ふ
な

り
。」

（『
浄
土
論
註
講
義
』
695
頁
）

深
励
師
は
、
こ
れ
ら
宗
祖
の
信
証
二
巻
の
文
に
示
さ
れ
る
義
は
、『
論
註
』
の
文
の
当
面
に
は
な
く
、
宗
祖
は
『
論
註
』
の
文
言
を
転
用

し
た
り
、
そ
の
語
勢
を
取
っ
て
、
独
自
の
義
を
示
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
、「
言
を
転
用
」
と
か
「
語
勢
を
取
」
る
と
云
え
ば
、
宗
祖
は
『
論
註
』
の
文
の
本
来
に
は
な
い
義
を
、
本
典
で
示
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
云
い
す
ぎ
で
は
な
い
か
。『
論
註
』
の
文
を
用
い
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
義
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
当
然
で

あ
る
。

従
来
義
と
相
違
し
て
筆
者
の
立
義
で
は
、
如
来
回
向
の
義
は
、『
論
』『
論
註
』
の
上
に
明
ら
か
に
確
認
さ
れ
る
も
の
と
見
る
（
拙
論
『
他

力
回
向
の
研
究
』『
論
註
の
善
巧
摂
化
以
下
の
菩
薩
に
つ
い
て
』
を
参
照
）。
こ
の
立
場
か
ら
、『
論
』『
論
註
』
の
文
か
ら
宗
祖
の
合
揉
の
文

へ
の
義
の
相
承
を
理
解
し
て
い
く
。

二
、
二
重
否
定
の
表
現
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先
ず
『
論
註
』
の
二
文
を
正
確
に
読
む
こ
と
か
ら
始
め
る
。（
拙
論
『
他
力
回
向
の
研
究
』
も
参
照
）

「
因
无
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
は
非
ざ
る
也
」（
浄
入
願
心
章
）

「
能
は
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
と
な
り
」（
利
行
満
足
章
）

こ
れ
ら
否
定
が
重
な
っ
て
一
見
冗
長
に
見
え
る
文
は
、
二
重
否
定
の
強
調
文
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
二
重
否
定
の
強
調
文
の
身
近
な
例

を
挙
げ
れ
ば
、『
努
力
無
く
し
て
成
功
が
有
る
こ
と
は
無
い
』　

と
は
『
努
力
が
有
れ
ば
こ
そ
成
功
が
有
る
』
の
意
と
な
る
が
如
し
で
あ
る
。

○
利
行
満
足
の
文

先
ず
、『
論
註
』
の
利
行
満
足
章
の
文
、「
若
し
は
因
若
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
に
能
は
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
と
な
り
。」
を
正
確

に
読
む
こ
と
を
考
え
る
。

こ
の
二
重
否
定
の
文
は
、
こ
れ
を
簡
潔
に
読
ん
で
し
ま
え
ば
、《
因
果
は
利
他
に
由
る
》
と
な
る
。
何
故
そ
う
読
め
る
の
か
と
い
う
と
、『
論

註
』
の
文
を
読
む
に
は
、『
論
註
』
自
身
の
読
み
方
に
随
う
の
が
最
も
確
実
で
あ
る
。
そ
の
読
み
方
と
は
、
利
行
満
足
章
に
、

「
自
利
に
由
る
故
に
則
ち
能
く
利
他
す
、

…
（
１
）

-6-



是
れ
自
利
に
能
は
ず
し
て
能
く
利
他
す
る
に
非
ず
と
知
る
べ
し
と
也
。」

…
（
２
）

（『
聖
全
三
』
422
頁　

番
号
筆
者
）

「
利
他
に
由
る
が
故
に
則
ち
能
く
自
利
す
、

…
（
１
）

是
れ
利
他
に
能
は
ず
し
て
能
く
自
利
に
は
非
ず
と
知
る
べ
し
と
也
。」

…
（
２
）

（『
同
』
423
頁　

番
号
筆
者
）

等
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
の
構
造
は
、
前
（
１
）
後
（
２
）　

に
同
じ
事
が
繰
り
返
さ
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
の
文
は
、
二
重
否
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、（
１
）
の
文
と
同
意
の
文
で
あ
り
、
同
意
の
文
を
並
べ
て
い
る
の
は
強
調
す
る
為

で
あ
る
。
即
ち
二
重
否
定
の
文
（
２
）
は
（
１
）
の
強
調
文
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
（
２
）
は
『
〜
に
由
る
か
ら
こ
そ
〜
す
る
』
と
い
う
文
意

と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
読
み
方
に
准
じ
て
、
次
の
利
行
満
足
章
の
後
半
の
二
重
否
定
の
文
を
読
み
直
せ
ば
、

「
謂
く
廻
向
の
因
を
以
て
教
化
地
の
果
を
証
す
。
若
し
は
因
若
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
に
能
は
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
と

な
り
。」

（『
同
』
443
頁
）

『
若
し
は
因
、
若
し
は
果
、
皆
、
利
他
に
由
る
か
ら
こ
そ
成
就
す
る
』
と
な
る
。
さ
ら
に
簡
潔
に
す
る
と
、『
利
他
に
由
る
か
ら
こ
そ
因
も
果
も

成
就
す
る
』
と
な
る
。

次
に
こ
の
文
の
「
廻
向
の
因
」
と
「
教
化
地
の
果
」
に
就
い
て
考
え
る
。「
廻
向
の
因
」
と
は
前
四
念
門
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
四

念
門
（
行
信
）
を
以
て
往
生
し
自
利
止
観
（
宅
屋
二
門
）
を
修
し
、
結
果
と
し
て
「
教
化
地
の
果
」
を
成
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
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よ
っ
て
こ
の
文
の
意
味
は
、『
行
者
の
四
念
門
と
彼
土
の
教
化
地
の
果
は
、
皆
浄
土
菩
薩
の
回
向
（
利
他
）
に
由
る
か
ら
こ
そ
成
就
す
る
』
と

な
る
（
拙
論
『
他
力
回
向
の
研
究
』
も
参
照
）。
而
し
て
そ
の
菩
薩
回
向
（
利
他
）
の
本
は
如
来
の
本
願
力
回
向
（
利
他
）
で
あ
る
。
斯
く
考

え
た
時
、
こ
の
文
の
意
は
覈
求
其
本
釈
の
『
往
生
と
彼
土
菩
薩
の
起
行
は
本
願
力
に
縁
る
』
の
釈
と
殆
ど
同
義
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

○
浄
入
願
心
章
の
文

次
に
『
論
註
』
浄
入
願
心
章
の
、「
因
无
し
て
他
の
因
の
有
に
は
非
ざ
る
な
り
」（『
聖
全
三
』
411
頁
）
を
読
ん
で
み
る
。

従
来
義
で
は
、
こ
れ
は
四
性
計
に
簡
ぶ
文
と
見
な
し
、
暫
く
四
計
中
の
無
因
他
因
の
二
を
出
す
と
す
る
。

「
非
無
因
他
因
有
と
は
、
上
は
正
示
で
、
此
は
簡
非
、
即
ち
外
道
の
非
に
簡
ぶ
、
蓋
し
外
道
に
対
揀
す
る
は
四
論
宗
の
家
風

で
、
註
主
の
本
習
ふ
所
、
故
に
此
言
あ
る
な
り
。」

（
是
山
和
上
『
往
生
論
註
講
義
』
221
頁
）

し
か
し
こ
の
釈
に
は
無
理
が
あ
る
。
何
故
に
四
性
計
を
、
し
か
も
二
計
の
み
を
出
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
是
山
和
上
は
次
の
様
に
会
通
さ
れ

て
い
る
が
、

「
問
、
何
故
ぞ
自
性
及
び
共
の
計
を
非
せ
ざ
る
や
。
答
、
菩
薩
所
起
の
因
縁
に
自
共
に
似
た
る
も
の
あ
り
、
濫
を
恐
れ
て
言

は
ざ
る
な
り
。」

（『
同
』
222
頁
）
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こ
の
会
通
も
無
理
が
あ
る
。
こ
こ
で
四
性
計
を
論
ず
る
こ
と
自
体
、
唐
突
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
れ
で
は
内
容
と
し
て
、
宗

祖
の
『
信
巻
』
の
御
自
釈
と
関
連
が
つ
か
な
い
。
で
は
、
こ
の
文
は
如
何
に
読
む
べ
き
だ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、
こ
の
文
を
先
に
述
べ
た
利
行
満
足
章
の
文
と
同
様
に
、
二
重
否
定
の
強
調
文
と
理
解
す
る
。
そ
う
す
る
と
浄
入
願
心
章
の
文

『
因
無
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
非
ず
』
は
、『
因
有
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
因
が
有
る
』
と
な
る
。

こ
の
文
の
最
初
の
「
因
」
は
如
来
（
法
蔵
菩
薩
）
の
願
心
で
あ
る
が
、
で
は
次
の
「
他
因
」
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
却
っ
て

『
信
巻
』『
証
巻
』
の
御
自
釈
の
文
か
ら
窺
う
と
、
こ
の
「
他
の
因
」
と
は
行
信
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
は
『
他
の
衆
生
の
往
生
成
仏
の

因
（
行
信
）』
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
得
る
（
後
に
詳
釈
す
る
）。
故
に
こ
の
文
は
、『
清
浄
願
心
の
因
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
衆

生
の
往
生
成
仏
の
因
が
成
ず
』
と
い
う
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
二
章
の
文
の
意
味
は
次
の
様
に
な
る
。

　
　

﹇
利
行
満
足
章
の
文
﹈

「
若
し
は
因
若
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
に
能
は
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
」

『
行
者
の
因
（
四
念
＝
行
信
）
と
果
（
教
化
地
の
果
、
五
果
＝
仏
果
）
は
、
皆
浄
土
菩
薩
の
回
向
（
利
他
）
に
由
る
か
ら
こ
そ

成
就
す
る
』

　
　

﹇
浄
入
願
心
章
の
文
﹈

「
因
无
し
て
他
の
因
の
有
に
は
非
ざ
る
な
り
」
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『
清
浄
願
心
の
因
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
衆
生
の
往
生
成
仏
の
因
が
成
ず
る
』

『
論
註
』
二
章
の
文
を
こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
上
で
、
以
下
『
論
』『
論
註
』
の
文
と
宗
祖
合
揉
の
文
の
関
係
を
詳
し
く
窺
っ
て
い
こ
う
。

三
、
論
註
と
宗
祖
の
比
較
と
問
題
点

先
ず
、『
信
巻
』『
証
巻
』
の
御
自
釈
の
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
『
論
註
』
の
二
章
の
文
の
ど
の
語
を
取
っ
て
い
る
か
を
記
せ
ば
、
次
の
様
に
な

る
。

　
　

・
信
巻

浄
入
願
心
章
か
ら
の
文　
…　
「
因
无
し
て
他
の
因
の
有
に
は
非
ざ
る
な
り
」「
清
浄
願
心
」

　
　
　
　
　
　

利
行
満
足
章
か
ら
の
文　
…　
「
一
事
と
し
て
」「
回
向
」「
若
し
は
…
若
し
は
…
」

　
　

・
証
巻　

利
行
満
足
章
か
ら
の
文　

…　

「
若
し
は
因
若
し
は
果
」「
一
事
と
し
て
」「
回
向
」

　
　
　
　
　
　

浄
入
願
心
章
か
ら
の
文　

…　

「
因
浄
な
る
が
故
に
果
（
亦
）
浄
な
り
」「
清
浄
願
心
」

次
に
『
論
註
』
の
二
章
の
文
と
宗
祖
の
信
証
二
巻
の
文
と
比
較
し
て
、
そ
の
考
察
す
べ
き
問
題
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
様
に
な
る
。

（
１
）「
行
信
」
の
語
と
、
浄
入
願
心
章
の
文
の
関
係
如
何
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「
行
」「
信
」
の
語
は
、
浄
入
願
心
章
の
文
に
は
無
い
、
宗
祖
は
、
こ
の
語
及
び
義
を
、
ど
こ
よ
り
出
さ
れ
た
の
か
。

（
２
）「
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
ふ
所
に
非
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
。」

こ
の
成
文
を
信
証
二
巻
に
同
じ
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
意
は
如
何
。

（
３
）『
信
巻
』『
証
巻
』
の
「
回
向
成
就
」
の
語

浄
入
願
心
章
に
も
利
行
満
足
章
に
も
、「
回
向
成
就
」
の
語
は
な
い
。
こ
の
語
は
『
論
』『
論
註
』
の
何
処
よ
り
持
ち
来
た
る
の
か
。
義

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

（
４
）
利
行
満
足
章
は
菩
薩
の
回
向
成
就
、『
証
巻
』
は
如
来
の
回
向
成
就

利
行
満
足
章
に
は
、「
菩
薩
…
廻
向
利
益
他
の
行
成
就
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
菩
薩
の
回
向
成
就
の
意
で
あ
る
。『
証
巻
』
は
「
阿
弥
陀

如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
如
来
の
回
向
成
就
で
あ
っ
て
、
両
者
の
主
体
が
異
な
る
。

（
５
）「
因
浄
果
浄
」
の
語
は
、『
信
巻
』
に
は
出
さ
ず
、『
証
巻
』
に
出
す

浄
入
願
心
章
の
「
因
浄
果
浄
」
を
の
文
を
、
利
行
満
足
章
の
「
若
因
若
果
」
の
文
と
一
連
に
し
て
『
証
巻
』
に
出
す
。

（
６
）
浄
入
願
心
章
の
因
果
は
弥
陀
因
果
に
約
す
、『
証
巻
』
は
衆
生
因
果
に
約
す

浄
入
願
心
章
の
因
果
は
、
願
心
の
因
と
荘
厳
の
果
、
一
方
で
『
証
巻
』
の
因
果
は
、
行
信
の
因
と
証
果
の
果
で
あ
る
。
こ
の
相
違
を
如

何
に
理
解
す
る
べ
き
か
。
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（
７
）
利
行
満
足
章
の
果
は
教
化
地
、『
証
巻
』
は
仏
果

利
行
満
足
章
の
「
若
因
若
果
」
の
「
果
」
は
菩
薩
の
教
化
地
の
果
を
指
す
。
一
方
で
『
証
巻
』
の
自
釈
は
四
法
結
釈
で
あ
り
、
還
相
回

向
の
前
で
あ
る
か
ら
、「
若
因
若
果
」
の
「
果
」
は
仏
果
で
あ
る
。

以
下
、
順
次
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
て
い
く
。

四
、
問
題
点
の
検
討

○
他
因
と
行
信
の
意
味
（
１
）

浄
入
願
心
章
の
「
他
因
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
今
、
四
性
計
の
他
因
の
義
な
ど
を
考
え
ず
普
通
に
読
め
ば
、
こ
れ
は
『
他
の
因
』

と
読
め
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
、
仏
よ
り
見
て
『
他
の
衆
生
の
因
』、
即
ち
『
願
生
行
者
の
往
生
成
仏
の
因
』
と
解
せ
ば
、
行
信
と
は
往
因
で

あ
る
か
ら
、
無
理
な
く
宗
祖
の
文
と
相
応
す
る
。

　
　

「
他
因
」　

＝　

衆
生
の
往
生
成
仏
の
因　

＝　

行
信

即
ち
、
願
心
の
因
あ
る
か
ら
こ
そ
、
衆
生
の
往
因
（
行
信
）
が
成
就
す
る
意
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
様
に
読
む
と
、
こ
の
浄
入
願
心
章
の
文
は
『
論
註
』
の
覈
求
其
本
釈
の
義
と
も
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
覈
本
釈
に
は
、
三
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願
が
挙
げ
ら
れ
る
。
即
ち
、
如
来
の
因
願
が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
往
因
も
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
覈
求
釈
に
は
『
往

生
は
本
願
力
に
縁
る
』
と
釈
さ
れ
る
。

「
凡
そ
是
れ
彼
の
浄
土
に
生
と
、
及
び
彼
の
菩
薩
人
天
の
所
起
の
諸
行
は
、
皆
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
縁
る
が
故
へ
な
り
。」

（『
聖
典
全
書
三
巻
』
424
頁
）

三
願
の
中
で
、
十
八
願
の
三
信
十
念
が
、
往
因
た
る
行
信
に
相
当
す
る
。
弥
陀
の
願
心
の
因
あ
れ
ば
こ
そ
、
衆
生
の
行
信
の
因
が
あ
る
の

で
あ
る
。

○
「
一
事
と
し
て
」
の
意
義
（
２
）

「
一
事
と
し
て
」
と
は
強
調
を
示
す
語
で
あ
る
。
こ
の
語
は
利
行
満
足
章
に
出
る
が
、
浄
入
願
心
章
の
文
も
同
じ
く
二
重
否
定
の
強
調
文

で
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
ら
二
章
を
用
い
る
信
証
二
巻
の
文
に
、
こ
の
語
を
共
通
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○
回
向
成
就
の
語
（
３
）

「
回
向
成
就
」
の
四
字
は
善
巧
摂
化
章
と
障
菩
提
門
章
に
存
す
る
が
、
就
中
障
菩
提
門
章
の
文
が
用
い
ら
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
障
菩
提
門
章
の
文
は
、
正
に
如
来
の
「
回
向
成
就
」
で
あ
る
こ
と
が
次
の
宗
祖
『
証
巻
』
の
訓
よ
り
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
菩
薩
是
の
如
き
善
く
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
を
知
れ
ば
、
即
ち
能
く
三
種
の
菩
提
門
相
違
の
法
を
遠
離
す
る
な
り
。」

（『
聖
典
全
書
二
巻
』
146
頁
）

も
し
こ
れ
を
浄
土
菩
薩
に
約
す
な
ら
ば
、『
回
向
成
就
す
る
を
知
り
た
ま
へ
れ
ば
』
等
と
訓
ぜ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
『
証
巻
』
の

訓
の
意
は
、
如
来
が
回
向
成
就
し
た
ま
へ
る
事
を
、
浄
土
菩
薩
が
知
る
の
で
あ
る
。

浄
土
菩
薩
は
こ
の
如
来
回
向
成
就
に
よ
っ
て
、
即
ち
如
来
回
向
の
法
に
乗
じ
て
、
往
還
回
向
の
行
を
な
す
の
で
あ
る
。
浄
土
菩
薩
の
開
導

の
回
向
に
よ
っ
て
、
衆
生
は
行
信
を
獲
て
共
に
往
生
す
る
。
そ
の
本
は
如
来
の
回
向
成
就
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
『
信
巻
』
に

「
若
は
行
若
は
信
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
ふ
所
に
非
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
无
し
。」

（『
同
』
79
頁
）

と
云
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

浄
入
願
心
章
の
文
は
、「
荘
厳
成
就
」
と
あ
っ
て
、「
回
向
成
就
」
と
は
な
い
が
、
如
来
の
願
心
荘
厳
功
徳
成
就
が
、
即
ち
如
来
の
回
向
法

の
成
就
で
あ
る
。
如
来
は
回
向
を
首
と
し
て
願
力
成
就
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
願
力
成
就
の
五
念
の
法
門
は
、
園
林
門
の
如
来
の
「
本
願
力

廻
向
」
に
摂
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
菩
薩
の
回
向
成
就
と
如
来
の
回
向
成
就
（
４
）

『
証
巻
』
に
は
衆
生
の
因
果
は
「
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
…
」
に
よ
る
と
あ
る
。
一
方
で
利
行
満
足
章
で
は
、
衆
生
の
因
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果
は
菩
薩
利
他
に
よ
る
と
あ
る
（
前
述
）。
菩
薩
利
他
と
は
、
直
前
の
文
の
「
菩
薩
は
出
第
五
門
の
廻
向
利
益
他
の
行
成
就
…
」
の
こ
と
を

指
す
。

こ
こ
で
、「
菩
薩
…
廻
向
利
益
他
の
行
成
就
…
」
は
菩
薩
の
回
向
成
就
で
あ
り
、『
証
巻
』
の
「
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」

は
如
来
の
回
向
成
就
で
あ
る
。
同
じ
く
「
回
向
成
就
」
と
い
う
が
、
主
体
が
異
な
る
。
こ
れ
は
ど
の
様
に
解
す
べ
き
か
だ
ろ
う
か
。

謂
く
。
こ
れ
は
、
如
来
の
本
願
力
回
向
の
処
に
菩
薩
回
向
を
摂
し
て
、
摂
末
帰
本
し
て
如
来
回
向
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

○
因
浄
果
浄
の
引
用
（
５
）

浄
入
願
心
章
の
「
因
浄
故
果
浄
」
の
文
は
、『
信
巻
』
で
は
な
く
『
証
巻
』
に
「
因
浄
故
果
亦
浄
」
と
顕
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
信
巻
』
は
、
行
信
の
因
を
出
す
の
み
な
る
が
故
に
用
い
ず
、
後
の
証
果
を
顕
す
『
証
巻
』
に
至
っ
て
総
じ
て
因
果
の
釈
を
す
る

が
故
に
、
こ
れ
を
『
証
巻
』
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○
因
浄
果
浄
の
二
義
（
６
）

浄
入
願
心
の
『
因
浄
果
浄
』
の
文
と
、『
証
巻
』
の
『
因
浄
果
浄
』
の
文
は
、
次
の
様
に
内
容
が
相
違
す
る
。

　
　

・
浄
入
願
心
章　

…　

如
来
成
仏
の
因
果
に
約
す

　
　

・『
証
巻
』　　

　

…　

衆
生
往
生
の
因
果
に
約
す
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浄
入
願
心
章
は
、
因
浄
果
浄
は
如
来
成
仏
の
因
果
に
約
す
。「
願
心
荘
厳
」
は
、
如
来
願
心
の
因
を
以
て
如
来
浄
土
荘
厳
の
果
を
成
ず
る

意
で
あ
る
。

一
方
で
『
証
巻
』
は
、
衆
生
往
生
の
因
果
に
約
す
。「
若
因
若
果
」
と
は
（
論
註
も
本
典
も
）
衆
生
の
因
果
を
指
す
。
衆
生
は
如
来
回
向

の
因
（
行
信
、
四
念
門
）
を
獲
て
、
証
果
（
仏
果
、
教
化
地
の
果
）
を
得
る
。

然
る
に
、
内
容
は
相
違
す
れ
ど
、
因
浄
な
れ
ば
果
浄
な
る
道
理
は
い
ず
れ
に
も
通
じ
る
。
故
に
『
証
巻
』
に
は
「
因
浄
な
る
が
故
に
、
果

亦
浄
也
。
知
る
べ
し
と
な
り
。」
と
「
亦
」
の
字
を
加
え
て
、
衆
生
の
行
信
の
因
浄
な
れ
ば
、
亦
当
然
に
道
理
と
し
て
、
証
果
も
浄
と
云
わ

れ
る
の
で
あ
る
。　

「
亦
」
字
は
道
理
必
然
を
示
す
。
道
理
が
同
じ
で
あ
る
故
に
、
浄
入
願
心
章
の
文
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

○
教
化
地
の
果
と
仏
果
（
７
）

彼
土
の
菩
薩
の
教
化
地
の
果
は
広
門
示
現
相
で
あ
り
、
総
じ
て
五
果
全
体
も
仏
果
の
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
究
竟
仏
果
を
釈
す
『
証

巻
』
で
は
略
門
の
仏
果
の
辺
で
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（
終
）
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